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　１月２６日、 子ども会育成連絡協議会主催の

『チャレンジ！！雪合戦』 が行われ、 小学１年生か

ら６年生までの２９名の児童が参加しました。

　試合は高学年が低学年にルールを教えなが

ら行われ、 全員が懸命に球を投げだり、 避け

たりと雪合戦を楽しみました。



　

　
昨
年
も
11
月
18
日
か
ら
11
月
29
日
ま

で
の
６
日
間
、
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
、

各
会
場
に
は
、
仕
事
な
ど
で
多
忙
に
も

関
わ
ら
ず
、
多
く
の
町
民
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　『
広
報
に
い
か
っ
ぷ
』
で
は
、
こ
の

町
政
懇
談
会
で
鳴
海
町
長
か
ら
ど
の
よ

う
な
話
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
か
を
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
町
長
が
各
会
場
で
説

明
し
た
、
町
の
取
り
組
み
の
要
旨
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
『
国
保
診
療
所
と
町
民
の
健
康

増
進
に
つ
い
て
』

　
　

平
成
30
年
８
月
か
ら
入
院
病
床
及

び
休
日
・
夜
間
の
救
急
外
来
患
者
さ

ん
の
受
入
全
面
再
開
を
果
た
し
ま

し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
当
町
に
お
け

る
医
療
充
実
の
た
め
の
一
つ
の
方
策

の
実
行
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の

診
療
所
の
安
定
継
続
を
図
る
た
め
に

も
必
要
職
員
数
の
体
制
は
維
持
し
な

が
ら
、
医
療
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
診
療
所
運
営
に

係
る
一
般
会
計
繰
入
金
の
抑
制
努
力

を
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
続
け
て
い
き

ま
す
。

　
　

医
師
の
診
療
体
制
は
、
常
勤
医
師

３
名
と
数
名
の
出
張
応
援
医
師
の
派

遣
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
入
院

患
者
さ
ん
の
対
応
な
ど
も
含
め
て
万

全
な
医
師
体
制
を
整
え
て
い
ま
し
た

が
、
外
科
・
整
形
外
科
医
師
が
残
念

な
が
ら
ご
本
人
の
事
情
に
よ
り
、
令

和
元
年
９
月
末
を
も
っ
て
退
職
し
て

い
ま
す
。

　
　

後
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
な
る
べ
く
早

く
着
任
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
の
確
保

に
最
大
限
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
　

町
民
の
健
康
増
進
対
策
は
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
る
健
診
・
各

種
予
防
事
業
を
継
続
し
、
平
成
30
年

度
は
健
（
検
）
診
負
担
の
無
料
化
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
元
年
度

は
更
に
、
生
活
習
慣
病
予
備
群
を
把

握
す
る
た
め
の
特
定
健
診
の
受
診
対

象
者
を
30
歳
に
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。

　
　

妊
娠
・
出
産
に
係
る
支
援
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
「
妊
婦
健
診
」

に
加
え
「
産
婦
健
診
」
を
追
加
し
て

お
り
、
産
婦
の
健
康
状
態
・
育
児
状

況
の
確
認
と
「
産
後
う
つ
」
の
予
防

及
び
早
期
発
見
を
目
的
に
、
健
診
費

用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
『
学
校
教
育
に
つ
い
て
』

　
　

学
校
教
育
の
分
野
に
お
い
て
は
、

幼
児
教
育
の
推
進
と
し
て
、
安
全
安

心
に
配
慮
し
な
が
ら
、
教
育
・
保
育

環
境
づ
く
り
の
充
実
と
小
学
校
と
の

連
続
性
を
意
識
し
た
こ
ど
も
園
運
営

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校

で
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協

議
会
制
度
）
の
導
入
と
、
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
に
対
す

る
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　③

『
観
光
施
設
に
つ
い
て
』

　
　

に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ

は
、
現
在
、
開
発
局
で
進
め
て
い
ま
す
、

日
高
自
動
車
道
の
ル
ー
ト
上
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
施
設
の
移
転
先
を
西
泊

津
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
隣
接
地
の

町
有
地
内
と
し
て
お
り
、
現
在
、
厩

舎
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
屋
外
馬
場
な

ど
の
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

工
事
期
間
は
、
令
和
元
年
度
と
令

和
２
年
度
の
２
カ
年
計
画
で
進
め
、

移
転
先
で
の
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
営
業
開

始
は
、
令
和
２
年
度
末
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
　

移
転
先
一
帯
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
隣
接
地
で
あ
る
こ
と
や
新
冠
温
泉
と

も
近
く
、
両
施
設
と
の
相
乗
効
果
も
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

道
の
駅
ゾ
ー
ン
は
、
新
冠
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
も
見
据
え
た
中

で
、
道
の
駅
へ
の
立
ち
寄
り
客
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
し
、
関
係
機
関

か
ら
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
望
む
声
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　

現
有
施
設
は
、
規
模
が
小
さ
く
ト

イ
レ
と
し
て
の
満
足
感
も
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
レ･

コ
ー
ド
館
第
２

駐
車
場
は
未
舗
装
で
、
あ
ま
り
活
用

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
改
善
点
が
あ

り
、
新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

に
よ
り
、
日
高
地
域
へ
の
玄
関
口
と

し
て
の
機
能
も
持
ち
合
せ
る
こ
と
か

ら
、
施
設
の
拡
幅
や
駐
車
場
の
再
整

備
な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
『
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て
』

　
　

地
域
か
ら
強
い
整
備
要
望
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
町
と
し
て
も
防
災
対
策
、

定
住
・
移
住
対
策
促
進
面
か
ら
整
備

の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、

情
報
格
差
の
解
消
と
高
度
情
報
化
社

会
に
対
応
し
た
環
境
整
備
を
図
る
た

め
、
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
中

で
の
光
回
線
整
備
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
　

町
内
の
光
伝
送
路
の
延
長
距
離
が

２
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
基

本
的
に
年
度
内
で
終
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
国
の
補
助
制
度
上

の
条
件
や
補
助
金
確
保
の
面
な
ど
か

ら
、
１
期
目
を
節
婦
・
新
冠
沢
地
域
、

２
期
目
を
大
狩
部
・
西
新
冠
沢
地
域

の
２
カ
年
に
分
け
て
の
整
備
計
画
と

し
た
、
国
の
補
助
事
業
の
採
択
を
受

け
、
令
和
元
年
度
、
第
１
期
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

事
業
費
は
、
大
き
な
費
用
を
要
し

ま
す
が
、
２
分
の
１
の
国
庫
補
助
を

受
け
る
ほ
か
、
元
利
償
還
に
対
し
国

の
財
源
充
当
が
高
い
辺
地
対
策
事
業

債
や
過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
町
債

を
活
用
し
、
町
の
財
政
負
担
も
考
慮

し
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑤
『
産
業
振
興
に
つ
い
て
』

　
　

農
業
後
継
者
対
策
は
、
平
成
30
年

度
に
制
度
化
し
ま
し
た
「
農
業
後
継

者
親
元
就
農
奨
励
金
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
２
組
の
経
営
体
か
ら
申

請
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

後
継
者
に
は
、
農
業
機
械
の
免
許
や

資
格
取
得
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
な

ど
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
一
人
で
も
多
く

の
後
継
者
に
親
元
就
農
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
　⑥

『
防
災
対
策
に
つ
い
て
』

　
　

「
土
砂
災
害
」、「
洪
水
」、「
地
震
・

津
波
」
な
ど
の
避
難
判
断
に
関
す
る
資

料
の
作
成
と
更
新
が
急
が
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
、
準
備
、
進
行
中
の
、
北
海

道
が
実
施
す
る
浄
水
場
地
先
下
流
域
の

河
道
内
の
土
砂
掘
削
や
河
川
沿
い
の
流

木
、
立
木
の
除
去
事
業
や
新
冠
川
改
修

工
事
河
道
計
画
調
査
検
討
業
務
な
ど
の

結
果
を
踏
ま
え
、
厚
別
川
水
系
の
準
用

河
川
も
含
め
た
、
さ
ら
な
る
対
策
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
取

り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

高
波
対
策
と
し
て
、
本
町
の
海
岸

の
嵩
上
げ
工
事
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
着
手
し
、
令
和
元
年
度
末
ま
で
の

補
正
工
事
を
含
め
、
約
４
５
１
ｍ
の

工
事
を
完
了
し
、
居
住
区
域
で
66
％

の
進
捗
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
汐
見
団
地
も
含
め
、
高
波
対
策

を
継
続
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
　⑦

『
Ｊ
Ｒ
日
高
線
に
つ
い
て
』

　
　

交
通
モ
ー
ド
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
管
内
７
町
の
町
長
会
議
で
１
本

化
を
図
る
べ
く
議
論
を
重
ね
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
11
月
12
日
の
町
長

会
議
で
、
日
高
線
の
代
替
と
な
る
バ

ス
路
線
に
つ
い
て
、
今
後
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
と
個
別
協
議
を
正
式
に
行
う
こ

と
と
し
た
も
の
で
す
。

　
　

個
別
協
議
事
項
は
、
長
距
離
や
中
・

短
距
離
の
路
線
の
充
実
、
バ
ス
停
の

確
保
、
鉄
道
用
地
の
問
題
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
が
、
持
続
性
の
あ
る
、

よ
り
利
便
性
が
高
い
、
住
民
の
足
と

し
て
の
広
域
交
通
の
早
期
確
立
に
向

け
、
将
来
を
見
据
え
た
交
通
体
系
を

構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
か
ら
の
支
援
な
ど
の
協
議
を
進

め
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
最
終
的
合
意

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

海
岸
護
岸
の
恒
久
復
旧
や
予
防
護

岸
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
財
政
状
況
で
は
不
可
能
な
状
態

で
あ
り
、
早
期
な
抜
本
的
改
善
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道

と
も
早
期
改
善
に
向
け
要
請
し
て
い

き
ま
す
。

令和元年度　町政懇談会開催報告①

　
今
月
号
で
は
、
町
政
懇
談
会
で

町
長
が
各
会
場
で
説
明
し
た
、
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
政
策
な

ど
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
号
３
月
号
で
は
、

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
、
主
な

ご
質
問
や
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

『にいかっぷホロシリ乗馬クラブ』
移転先での施設整備の様子
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12
月
18
日
、
新
冠
中
学
校
で
３
年
生
を
対

象
と
し
た
『
中
学
校
版
町
政
懇
談
会
』
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
方
自
治
や
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
心
を
深
め
、
主
権
者
と
し
て
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
平
成
29
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
生
徒
た
ち
は
、

８
班
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
別
に
そ
れ
ぞ
れ
提

言
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
学
生
が
集
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
ろ
う
」

が
テ
ー
マ
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
空
家
を
リ

フ
ォ
ー
ム
し
て
古
民
家
風
カ
フ
ェ
に
し
、
地

域
の
宣
伝
を
す

る
」、「
そ
れ
ぞ

れ
の
年
齢
層
に

合
っ
た
娯
楽
施

設
を
作
る
」
な

ど
の
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
、
鳴

海
町
長
が
講
評

を
行
い
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら

鳴
海
町
長
へ

よ
り
よ
い

町
に
す
る
た
め
に

質
問
!!

　

12
月
25
日
、
㈱
新
興
電
気
の
長

居
順
一
社
長
ら
が
役
場
を
訪
れ
、

防
災
備
品
と
し
て
活
用
し
て
欲
し

い
と
発
電
機
２
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
㈱
新
興
電
気
新
冠
営

業
所
の
開
設
20
周
年
を
記
念
し
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
、
長
居
社
長
は
、

「
感
謝
の
意
を
込
め
て
発
電
機
２

台
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
防
災
備
品
と
し
て
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

㈱
新
興
電
気
か
ら
新
冠
町
へ

防
災
備
品
発
電
機
２
台
寄
贈

　

１
月
15
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、
札
幌
白
石

高
校
吹
奏
楽
部
と
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
合
同
演
奏
会
『
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
２
０
』
が
開
か
れ
、
会
場
に
は
町
内
外
か

ら
１
３
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１
部

の
白
石
高
校
50
名
に
よ
る
演
奏
で
は
、
爽
や
か

で
華
の
あ
る
マ
ー
チ
「
ハ
ロ
ー
！
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
」
で
幕
を
明
け
、
２
部
で
は
、
新
冠
中
学
校

15
名
も
加
わ
り
、
息
の
合
っ
た
迫
力
あ
る
演
奏

を
３
曲
披
露
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、「
パ
プ
リ
カ
」
の
演
奏

と
音
楽
に
合
わ
せ
た
キ
レ
の
あ
る
踊
り
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ　

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ　

２
０
２
０

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

その１

　

新
冠
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

を
永
年
に
わ
た
り
務
め
て
い
る
山

藤
雄
一
さ
ん
が
、
選
挙
制
度
１
３
０

周
年
に
よ
る
総
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
、
12
月
19
日
、
役
場
会
議
室
で

伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
藤
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら
現

在
ま
で
24
年
間
、
新
冠
町
選
挙
管
理

委
員
を
務
め
、
平
成
15
年
か
ら
は
委

員
長
の
任
に
当
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
を
讃
え
、伝
達
式
で
は
、

柏
木
日
高
振
興
局
長
か
ら
表
彰
状

と
銀
杯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

選
挙
制
度
１
３
０
周
年

山
藤
雄
一
さ
ん

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

12
月
21
日
、
中
山
競
馬
場
で
行
わ

れ
た
、『
第
１
４
２
回
中
山
大
障
害
』

（
Ｊ
・
Ｇ
Ⅰ
）
で
、
字
高
江
の
㈲
ヒ

カ
ル
牧
場
で
生
産
さ
れ
た
シ
ン
グ
ン

マ
イ
ケ
ル
号
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
の
全
長
は
４
１
０
０

メ
ー
ト
ル
。
合
計
11
回
の
障
害
が

あ
り
、
ス
タ
ミ
ナ
と
精
神
力
が
求

め
ら
れ
る
こ
の
レ
ー
ス
で
、
シ
ン

グ
ン
マ
イ
ケ
ル
号
は
、
最
後
の
障

害
を
飛
越
し
た
と
こ
ろ
で
先
頭
に

立
つ
と
、
そ
の
ま
ま
強
豪
馬
を
凌

ぎ
、
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

シ
ン
グ
ン
マ
イ
ケ
ル
号

重
賞
３
連
勝
で

中
山
大
障
害
制
覇
!!

　

に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク

ラ
ブ
で
、
北
海
道
乗
馬
連
盟
の
少

年
強
化
指
定
選
手
７
名
（
日
高
管

内
６
名
）
の
強
化
合
宿
が
12
月
24

日
か
ら
26
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
選
手
の
競
技
力
向
上

と
国
体
な
ど
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の

上
位
入
賞
を
果
た
す
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
27
年
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
合
宿
で
は
、
常
歩
、

速
歩
、
駈
歩
な
ど
の
基
礎
技
術
を

繰
り
返
し
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
少
年
強
化
指
定
選
手

国
体
優
勝
を
目
指
し
強
化
合
宿

　

12
月
28
日
、
中
山
競
馬
場
で
行
わ

れ
た
『
第
36
回
ホ
ー
プ
フ
ル
ス
テ
ー

ク
ス
』（
Ｇ
Ⅰ
）で
、字
美
宇
の
㈱
ノ
ー

ス
ヒ
ル
ズ
で
生
産
さ
れ
た
コ
ン
ト

レ
イ
ル
号
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ト
レ
イ
ル
号
は
、
Ｊ
Ｒ
Ａ

年
内
最
後
の
Ｇ
Ⅰ
と
な
っ
た
こ
の

レ
ー
ス
で
、
最
後
の
直
線
で
先
頭

に
立
つ
と
２
着
馬
に
１
馬
身
半
の

差
を
つ
け
、
１
番
人
気
の
支
持
に

応
え
、
無
敗
で
２
歳
Ｇ
Ⅰ
の
タ
イ

ト
ル
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

コ
ン
ト
レ
イ
ル
号
デ
ビ
ュ
ー
３
連
勝

ホ
ー
プ
フ
ル
Ｓ
制
覇
!!

　

１
月
１
日
、
氷
川
神
社
で
、
新

年
を
祝
う
『
新
年
隆
盛
み
こ
し
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
の
「
無
病
息
災
」

「
家
内
安
全
」「
商
売
繁
盛
」
を
祈

念
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
午
前
０
時
、
新
年
の
幕
が
開

け
る
と
、
新
冠
判
官
太
鼓
の
演
奏

と
と
も
に
、
氷
川
若
衆
会
が
担
ぐ

神
輿
が
威
勢
の
良
い
掛
け
声
で
境

内
を
練
り
歩
き
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

輝
か
し
い
一
年
を
祈
念
し
て

氷
川
神
社
『
新
年
隆
盛
み
こ
し
』

　

１
月
６
日
、『
令
和
２
年
連
合

出
初
式
』
が
挙
行
さ
れ
、
消
防
団

員
・
職
員
約
１
０
０
名
と
消
防
車

両
が
、
地
域
の
住
民
や
関
係
者
が

見
守
る
中
、
市
街
地
を
分
列
行
進

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
式
典

が
行
わ
れ
、
長
年
の
活
動
を
讃
え
、

消
防
団
員
31
名
に
対
し
、
北
海
道
知

事
表
彰
な
ど
の
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
た
ほ
か
、
士
気
の
高
揚
と
団
結
力

を
高
め
る
た
め
、
出
席
者
全
員
で
消

防
の
誓
い
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

新
冠
消
防
団
・
消
防
署
新
冠
支
署

令
和
２
年
連
合
出
初
式

　

１
月
９
日
、
氷
川
神
社
で
新
冠
町

交
通
安
全
推
進
委
員
会
主
催
の
『
交

通
安
全
祈
願
祭
』
が
行
わ
れ
、
交
通

安
全
推
進
委
員
や
静
内
警
察
署
職
員

な
ど
25
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
、
玉
ぐ
し
奉
納
で

交
通
事
故
の
な
い
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
祈
願
し
、
そ
の
後
、

社
殿
前
で
北
星
自
治
会
の
北
星
獅

子
舞
が
、
参
拝
者
の
前
で
事
故
撲

滅
を
祈
願
す
る
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。

今
年
１
年
の

交
通
事
故
撲
滅
を

願
い

氷
川
神
社
で

交
通
安
全
祈
願
祭
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1
月
25
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、

『
第
32
回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
第
15
回
日

高
地
区
予
選
大
会
』
が
今
年
も
行
わ
れ
、
計

17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
・
23
日
に
行
わ
れ
る
、
本
選
へ
の

切
符
を
勝
ち
取
っ
た
の
は
、
一
般
の
部
で
優
勝

し
た
「
ロ
ジ
ッ
ク
」、

準
優
勝
の
「
コ
バ
・

シ
ン
バ
・
Ｆ
」
と
３

位
の
「
Ｎ
Ｏ　

Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｇ
Ｅ
」。
レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
で
は
、
優
勝

し
た
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
38
」

と
準
優
勝
の
「
お
く

さ
ま
～
ず
」
の
計
５

チ
ー
ム
で
す
。

昭
和
新
山
雪
合
戦
日
高
予
選

本
選
の
出
場
権
は
ど
の

チ
ー
ム
に

？

その2

　

１
月
12
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民

ホ
ー
ル
で
、
令
和
２
年
新
冠
町
成
人
式

が
挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
着
物
や
ス
ー

ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
40
名
が
20

歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
町
関
係
者
が
見
守
る
中
、

正
午
か
ら
式
典
が
開
か
れ
、
鳴
海
町
長

の
式
辞
、
荒
木
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、

新
成
人
を
代
表
し
て
山
本
由
彦
さ
ん

と
伊
藤
未
彩
さ
ん
が
町
民
憲
章
の
朗

唱
と
成
人
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
「
成
人
の
集
い
」

が
開
か
れ
、
新
冠
町
青
年
団
体
協
議

会
会
員
が
準
備
し
た
豪
勢
な
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
る
な
か
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
た
ち
は
、
美
味
し
い
料
理

を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
と
な
っ
た
友
人
た
ち
と
笑
顔
で

近
況
を
語
り
合
い
、
た
く
さ
ん
の
写

真
を
撮
る
な
ど
、
思
い
出
に
残
る
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

令和２年　新冠町成人式

　

１
月
16
日
、
新
冠
中
学
校
で
日

高
自
動
車
道
大
狩
部
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
請
け
負
っ
て
い
る
鹿
島
・
宮

坂
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
（
Ｊ

Ｖ
）
か
ら
全
校
生
徒
１
５
１
名
へ

『
お
守
り
』
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
お
守
り
は
、
大
狩
部
ト
ン

ネ
ル
掘
削
時
の
貫
通
石
で
作
ら
れ

た
お
守
り
で
、
石
（
意
志
）
を
貫

く
と
い
う
こ
と
か
ら
合
格
祈
願
の

御
利
益
が
あ
る
縁
起
の
良
い
石
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

大
狩
部
ト
ン
ネ
ル
貫
通
石
『
お
守
り
』

鹿
島
・
宮
坂
Ｊ
Ｖ
が
新
冠
中
学
校
へ

　

１
月
18
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
、

に
い
か
っ
ぷ
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
三
浦
豊
副
代
表
を
講
師
に
迎
え

た
学
習
会
が
開
か
れ
、
判
官
館
に
生

息
す
る
野
鳥
１
０
０
種
類
以
上
の

貴
重
な
写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
な
が
ら
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
63
名
の
方

が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
鳥
の

数
々
を
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
野
鳥
に
ま
つ
わ
る
ク

イ
ズ
が
行
わ
れ
、
楽
し
く
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

『
判
官
館
の

野
鳥
を

知
ろ
う

学
習
会
』

　

1
月
22
日
、
新
冠
小
学
校
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
一
環
と

し
て
、
生
活
科
体
験
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
２
年
生
40
名
が
学

校
運
営
協
議
会
委
員
の
姥
谷
完
治

さ
ん
ら
７
名
の
地
域
の
人
た
ち
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
凧
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

授
業
の
後
半
で
は
、
自
分
で

作
っ
た
凧
を
実
際
に
外
で
あ
げ

て
、
凧
あ
げ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校　

生
活
科
体
験
学
習

凧
を
作
っ
て
、
あ
げ
よ
う
!!

　

１
月
24
日
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
『
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金

贈
呈
式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
高
建
設
協
会
と
室
蘭

建
設
業
協
会
が
北
海
道
共
同
募
金
会

に
歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
と
し
て

１
０
０
万
円
を
寄
附
し
た
こ
と
に
よ

り
、
管
内
各
町
共
同
募
金
委
員
会
か

ら
申
請
の
あ
っ
た
施
設
に
義
援
金
を

贈
呈
す
る
も
の
で
、
新
冠
町
共
同
募

金
委
員
会
鎌
田
会
長
よ
り
、
新
冠
ほ

く
と
園
前
山
理
事
長
へ
11
万
円
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金

入
所
者
の
た
め
の
事
業
費
に
活
用
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ご寄附ありがとうございました。
（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆海川　美智子	 （海川博一氏の絵画10点）

●災害時に役立ててと

☆㈱新興電気	 （発電機２台）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆米沢　ヒサ	 （古布２袋）

☆菊地　優	 （古布１袋）

☆町田　信子	 （古布２袋）

☆成田　忠男	 （タオル１袋）

☆ボランティアグループちょぼら	（カット布10袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆田村　美恵子	 （30,000円）

☆渕瀨　和寿	 （100,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆柳谷　正	 （古布１箱）

☆石田　妙子	 （新品タオル２袋）

役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

２
月

17日（月）
13：00～15：30 母親学級キレイ☆ママる～む 保健センター

13：30～15：30 認知症カフェ（えま茶） えましあ

20日（木） 10：00～12：00 からだリセット講座 保健センター

23日（日）

受付時間
①８：30～９：00
②10：00～10：30
③12：30～13：00
④13：30～14：00

婦人科検診
（乳がん、子宮頸がん検診）

保健センター

25日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

保健センター
受付13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

３
月

７日（土）
10：00～11：30 認知症勉強会

（認知症サポーター養成講座）
レ・コード館

18：00～19：30

10日（火） 受付13：10～ ＢＣＧ予防接種 保健センター

11日（水） 13：30～15：00 認知症カフェ（オレンジカフェ) cafeゆるり

16日（月） 13：30～15：30 認知症カフェ（えま茶） えましあ

17日（火） 13：00～16：30 フッ素塗布 保健センター

23日（月） 10：00～11：30 母親学級キレイ☆ママる～む 保健センター

24日（火）
受付10：00～ 4・7・12ヶ月児健康診査

保健センター
受付13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

お子さんの予防接種はお済みですか？

　予防接種を受ける事で感染症にかかりにくくなり、

周囲の人への感染を防ぐこともできます。対象の時期

になったら忘れずに接種しましょう。

○麻しん・風しんについて

　感染力が大変強く、脳炎などの命に関わる重い合併症

を引き起こします。風疹は妊婦さんがかかると、出生児

が先天性風しん症候群を発症する可能性があります。

【対象年齢・回数】

　１歳以上２歳未満で１回、５歳～６歳（小学校入学

前の１年間）に１回。

※成人を対象に予防接種費用の助成も行っています。

詳しくは保健福祉課までお問い合わせください。

○水痘（みずぼうそう）について

　５歳までに約80％の子どもがかかると言われており、

中には重症化したり合併症を引き起こす場合もありま

す。また、一度感染するとウイルスは生涯体の中に潜

伏し、免疫力が落ちると帯状疱疹を発症することもあ

ります。

【対象年齢】

　１歳以上３歳未満で２回。

※どちらの予防接種も、対象年齢を過ぎると費用がか

かってしまいます。対象の方には既に予診票をお渡し

していますのでご確認ください。

マザーリーフの申請はお済みですか？

　町では不妊・不育症治療を受けている方の経済的

負担の軽減を目的に、検査・治療費の一部助成を行っ

ています。

　申請は原則、検査・治療を行った年度内に行って

ください。今年度検査・治療分の申請は令和 2 年３

月 31 日までとなっておりますので、まだ申請をされ

ていない方は、忘れずに申請してください。

≪助成内容≫

〇特定不妊治療（顕微授精・体外受精）

→北海道で実施している「特定不妊治療費用助成」に

上乗せし、１回当たり 15万円・通算 150万円を限度に

助成します。

〇人工授精

→１年度当たり５万円を限度に通算２年まで助成します。

※上記の治療内で男性不妊手術を行った場合、その手

術費用についても助成の対象となります。

〇不育症治療

→北海道で実施している「不育症

治療費用助成」に上乗せし、１回

当たり 10万円・通算 150万円を限

度に助成します。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

　　　　　　　　　　　☎ 0146・47・2113

★おしゃべりルーム★
・期　日　２月 20 日（木）　

　　　　　10 時～ 11 時 30 分

・場　所　町民センター

・内　容　『和に親しむ』

・申し込み期間

         ２月 18 日（火）まで

・定　員　10 組

         （０歳～就学前）

★チャイルドランド★
・期　日　①２月 27 日（木）　10 時～ 11 時 30 分

　　　　 ②３月 19 日（木）　10 時～ 11 時 30 分

・内　容　①『親子で仲良くひなまつり制作』

　　　　　②『みんなで話そう座談会』

・申し込み期間

　　　 　①２月 14 日（金）～２月 25 日（火）

　　　　 ②３月 ６日（金）～３月 17 日（火）

・定　員　10 組（０歳～就学前）（①・②）

●問い合わせ先：教育委員会子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

新冠町農業委員の募集
　現在の農業委員は令和２年７月19日をもって任期満

了となることから、下記のとおり農業委員を募集します。

１ 募集の内容

①募集人数　11人（うち農業者以外の方１人を含む）

②任　　期　令和２年７月20日～令和５年７月19日まで

③身　　分　新冠町農業委員会農業委員（非常勤職員）

④報　　酬　月額30,600円（会長のみ 38,700円）

２ 主な業務内容

①農業委員会の総会における農地の権利移動や転用に

係る許可などの審議及び決定並びにこれらに関連する

現地調査。

②農地などの利用の最適化（担い手への農地利用の集

積・集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進）

に係る指針策定、現地調査、指導及び監視業務。

③農業者からの相談対応及び農業者への助言指導。

３ 推薦を受ける者及び応募する者の資格

　農業に関する識見を有し、農地などの利用の最適化

の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌に属す

る事項に関しその職務を適切に行うことができる者

で、次のいずれにも該当しない者。

①破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者

②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又

はその執行を受けることがなくなるまでの者

③町外に住所を有する者（ただし、特別な事情がある

場合はこの限りでない。）

④町で設置する付属機関などの委員のうち教育委員会委

員、固定資産評価審査委員会委員、又は公平委員会委員

⑤新冠町職員及び行政委員会の職員

４ 推薦及び応募の方法

①町内全域又は地区からの農業者による推薦

②農業者が組織する団体その他の関係者からの推薦

③一般応募

　それぞれ所定の様式に必要事項を記入のうえ、持参

または郵送により新冠町農業委員会へ提出してくださ

い。様式につきましては新冠町農業委員会または新冠

町ＨＰよりダウンロードできます。

○受付期間　

　令和２年３月３日(火)～３月30日(月)まで【必着】

５ 申込者等に関する情報の公開

　応募者及び推薦を受けた者、推薦した者の情報は法

令により情報公開が義務付けられているため、受付期

間の中間及び終了後に新冠町ＨＰにて情報を公開しま

す。（氏名・年齢・職業・認定農業者の該当・推薦又は

応募の理由など）

６ 選考方法

　新冠町農業委員候補者評

価委員会において、書類審

査を実施し、その評価結果

を参考にして町長が候補者

を選考します。

　決定した候補者は、町議

会の同意を得たうえで新冠

町農業委員に任命されま

す。

●問い合わせ先

　農業委員会事務局　☎ 0146・47・2472
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　農水新冠賞絵画コンクールは、第一次産業全般にわ

たる絵画の募集を行ったもので、今回は、認定こども

園から 41点、新冠小学校から 115点、朝日小学校から

15点の合計 171点の応募がありました。

農水新冠賞受賞者
年長児の部

　最優秀賞　東　　紗詩さん（ド・レ・ミ）

　優秀賞　　岡本　杏海さん（ド・レ・ミ）

　　　　　　石山　虹心さん（ド・レ・ミ）

小学１年生の部

　最優秀賞　西山　瑠一さん（新冠小１年）

　優秀賞　　伴　　綾音さん（朝日小１年）

　　　　　　吉田　　花さん（新冠小１年）

小学３年生の部

　最優秀賞　有留　輝良さん（朝日小３年）

　優秀賞　　齊藤　空良さん（新冠小３年）

　　　　　　福田　貴叶さん（新冠小３年）

小学５年生の部

　最優秀賞　小泉　龍輝さん（朝日小５年）

　優秀賞　　柳澤　里奈さん（新冠小５年）

　　　　　　五嶋　涼葉さん（朝日小５年）

　森みつ少年少女文芸賞は、北海道賛歌の作詞など詩

人として活躍した、故森みつさんの業績を讃え、町の

子どもたちの文芸振興を図ろうと創設された賞で、今

回は、新冠小学校から 62 点、朝日小学校から 33 点、

新冠中学校から24点の合計119点の応募がありました。

森みつ少年少女文芸賞受賞者
小学校低学年の部

　詩　　新田　依愛さん（朝日小２年）

　作文　クリスローレンスさん（朝日小２年）

小学校中学年の部

　詩　　杉水流健仁さん（新冠小３年）

　作文　服部　　澪さん（新冠小３年）

小学校高学年の部

　詩　　丸本　悠愛さん（新冠小５年）

　作文　ライアン紗茉亜さん（新冠小６年）

中学校の部

　作文　矢野なずなさん（新冠中３年）

奨励賞

小学校中学年の部

　作文　木村　仁美さん（朝日小３年）

小学校高学年の部

　詩　　川上乃希香さん（新冠小５年）

中学校の部

　作文　飛渡ひよりさん（新冠中２年）

第13回農水新冠賞絵画コンクール・第37回森みつ少年少女文芸賞今月の一冊

熱 源
川越 宗一著／文藝春秋

　樺太で生まれたアイヌ、ヤヨマ

ネクフは故郷を奪われたポーラン

ド人や、若き日の金田一京助と出

会い、自らの生きる意味を見出し

…。明治維新後、樺太のアイヌに

何が起こっていたのか。アイヌの

闘いと冒険を描く傑作巨篇。第162

回（2019年下半期）直木賞受賞作。

新着ガイド
今の空から天気を予想できる本	 武田 康男 

最高のパフォーマンスを実現する超健康法	 メンタリストDaiGo

はじめての今さら聞けないWi‐Fiの使い方	 小出 悠太郎

夫が知らない家事リスト	 野々村 友紀子

ゆめかわハンドメイドブック	 寺西 恵里子

ちょっとリッチなフライパン煮込み	 川上 文代

名馬を読む　2	 江面 弘也

1日1分、脳がシャキッと目覚める朝音読	 和貝 晴美

風間教場	 長岡 弘樹

Iの悲劇	 米澤 穂信

ツナグ  想い人の心得	 辻村 深月

できない相談	 森 絵都

黒武御神火御殿	 宮部 みゆき

気がつけば、終着駅	 佐藤 愛子

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

12：45～ 13：10	 新冠中学校

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30	 朝日小学校

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10	 新冠中学校

２月 19 日

20 日

21 日

３月５日

６日

13 日

18 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆イベントカレンダー
２月22日（土）13：30～ びっくり箱のおはなし会

２月26日（水）10：30～ あかちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザおはなしのへや

☆蔵書点検による休館のお知らせ

　図書プラザでは約９万３千点ある所蔵資料とデー

タを照合確認する『蔵書点検』を毎年行っており、

蔵書点検の期間中は終日休館いたします。

　この蔵書点検にあわせて行方不明の資料捜索や書

架整理を行います。休館中ご不便をおかけいたしま

すが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

●休館する期間：３月９日（月）～３月 13日（金）

※本や雑誌のご返却は、レ・コード館正面入口の返

却ポストをご利用ください。

☆福田貴叶さん読書記録 100 冊達成
　　　　　　　　　　殿堂入り第１号！！

　福田さんは昨年 12 月、読書記録を使い始めてか

ら 3,000 冊の本を読破しました。読書記録 100 冊達

成者として初の殿堂入りとなります。

　コツコツと読書記録を続けたので、家でも本を読む

ことが習慣になったとのこと。小学１年生からはじ

めた読書記録を１日の読書量に換算してみると、驚き

の１日約３～４冊。たくさん読んだ中でもどんな物語

が印象に残っているのかな？

　福田さんは殿堂入りしたの

で今後は広報での発表はあり

ませんが、「これからも読書

は続けます」と笑顔で答えて

くれました。

　主な変更内容は、貸付限度額の増額、当町Ｕターン

者への償還金の一部免除制度の拡充などです。制度詳

細については、担当までお問い合わせください。

〇応募資格

・町民またはその子弟であること。

・対象校は高等学校、高等専門学校、大学、短期大学、

専修学校、各種学校。

・経済的理由により修学困難な世帯であること。

・身体が健康であること。

・学業が優秀（平均水準以上）で性行が善良であること。

・連帯保証人が２名必要。

〇連帯保証人の条件（次の要件をすべて満たすこと）

・同居の親族及び同居人以外の稼働者。

・奨学生卒業時65歳未満の者。

・税金などの滞納の無い者。

※志願者が未成年者であるときは、内１名は保護者

とする。

※同居人以外の稼働者について、同居人が独立した

生計を営む場合、連帯保証人となることができる。

〇貸付額（無利子）※限度額増額しました

　高等学校、高等専門学校は月額５万円（限度額）

　大学、短大、専修学校、各種学校は月額６万円（限度額）

〇返還方法など

　貸付終了月から起算して６ケ月を経過した後に教育

委員会の定める方法により、返還すること。（貸付期

間のおおむね２倍の期間で返還していただきます。）

　卒業後、町内に就職、又は家業に従事するなど、町

民として、次に掲げる期間を超えて在住した場合は奨

学金の償還金の残りを免除する。

・貸付期間５年以下の者　　　　３年

・貸付期間５年１ヶ月以上の者　５年

〇応募期間　令和２年３月２日（月）～31日（火）

〇出願方法

　願書、推薦書、健康診断書、成績証明書などの必

要書類を教育委員会に提出してください。

〇継続者について

　手続きは、３月上旬に教育委員会から連絡します。

●問い合わせ先

　管理課管理グループ総務係　☎ 0146・47・2547

令和２年度から新冠町奨学金制度が大幅に拡充
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新
冠
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　

レ
コ
ピ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ

地
域
に
お
け
る
活
動
を
と
お
し
、

雪
合
戦
競
技
の
普
及
振
興
に
貢
献

　
芸
術
文
化
奨
励
賞

　

西
山　

晴
陽
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

「
ひ
だ
か
馬
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」

優
秀
賞

　

早
坂　
　

葵
さ
ん
（
字
東
町
）

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

北
海
道
税
理
士
会
会
長
賞

　

橋
本　

利
美
さ
ん
（
字
北
星
町
）

第
39
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

札
幌
地
方
大
会　

奨
励
賞

　

矢
野　

な
ず
な
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

少
年
の
主
張
日
高
地
区
大
会

最
優
秀
賞

　

谷　

実
優
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

英
語
弁
論
大
会
室
蘭
・
苫
小
牧
支
部
大
会

最
優
秀
賞

　

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
64
回
日
胆
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
Ｃ
編
成
の
部　

金
賞

　
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　

青
木　

大
輝
さ
ん
（
字
古
岸
）

日
高
地
区
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

男
子
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

優
勝

男
子
走
幅
跳　

優
勝

　　

竹
内　
　

凛
さ
ん
（
字
中
央
町
）

日
高
地
区
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

女
子
四
種
競
技　

優
勝

　

八
木　
　

虹
さ
ん
（
字
北
星
町
）

日
高
地
区
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

女
子
砲
丸
投　

優
勝

　

下
川　

一
真
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

北
海
道
中
学
軟
式
野
球
連
盟

Ｕ-

14
北
海
道
選
抜
に
選
出

　

新
冠
中
学
校
陸
上
競
技

　
　
　
　

女
子
低
学
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム

日
高
地
区
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

女
子
低
学
年
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

優
勝

　

新
冠
中
学
校
陸
上
部
女
子

日
高
地
区
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

女
子
総
合
優
勝

　

新
冠
中
学
校
陸
上
部

日
高
地
区
中
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

総
合
優
勝

　

新
冠
中
学
校
野
球
部

第
11
回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野

球
北
海
道
予
選
第
16
回
北
海
道
中

学
校
軟
式
野
球
選
抜
選
手
権
大
会

日
高
支
部
大
会　

優
勝

　

新
冠
中
学
校
男
子
卓
球
部

北
海
道
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会

日
高
地
区
予
選
会

男
子
団
体
戦　

優
勝

　

１
月
12
日
、
レ
・
コ
ー

ド
館
で
、
新
冠
町
教
育
賞
・

教
育
奨
励
賞
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
教
育
賞
13
名
、
教

育
奨
励
賞
９
名
、
８
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
山
本
政
嗣

教
育
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

表
彰
盾
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し

て
、
教
育
賞
を
受
賞
さ
れ
た

矢
野
薫
さ
ん
か
ら
挨
拶
が
あ

り
「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
と
共

に
、
研
鑽
を
積
み
重
ね
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
活

動
を
、
ふ
る
さ
と
新
冠
の
元

気
、
心
の
豊
か
さ
に
繋
が
っ

て
い
る
と
評
価
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
研
鑽
を

積
み
、
ふ
る
さ
と
新
冠
の
魅

力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
た
い
。」
と
受
賞

へ
の
思
い
と
、
今
後
の
抱
負

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

令和元年度　新冠町教育賞・教育奨励賞表彰式

教
育
賞
受
賞
者

教
育
奨
励
賞
受
賞
者
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文藝にいかっぷ発刊のお知らせ
　新冠町の総合文芸誌「文藝にいかっぷ第 37号」

が発刊されました。

　興味のある方は、ぜひご一読ください。なお、「文

藝にいかっぷ」はレ・コード館図書プラザと豊巻

商店で購入することができます。（1冊 700円）

●問い合わせ先：大下　謙二　☎ 0146・47・3052

　
　
　

〇
第
２
次
対
空
実
射
訓
練

・
期　

日　

　

２
月
20
日
～
４
月
15
日

　
　
　
　
　

12
時
～
17
時
ま
で

・
場　

所　

　

陸
上
自
衛
隊
静
内
対
空
射
撃
場

●
お
問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
静
内
駐
屯
地

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
１
２
１

〇
陸
上
自
衛
隊
第
７
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

・
期　

日　

　

３
月
14
日　

開
演
13
時
30
分

・
場　

所　

苫
小
牧
市
市
民
会
館

・
料　

金　

無　

料

※
応
募
に
よ
る
入
場
整
理
券
が

必
要
（
往
復
は
が
き
又
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
１
件
で
２

名
様
ま
で
応
募
可
能
）

・
第
７
師
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/

gsdf/nae/7d/index.html

●
お
問
い
合
わ
せ
先

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団
広
報
・
渉
外
班

☎
０
１
２
３
・
２
３
・
５
１
３
１

自
衛
官
募
集
の
案
内

〇
第
１
回
予
備
自
衛
官
補
の
募
集

・
資　

格　

　

18
歳
～
34
歳
未
満
の
男
女

・
受　

付　

　

４
月
10
日
ま
で

・
試　

験　

　

４
月
18
日
・
19
日
の
内
１
日

●
お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内
分
駐
所

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

静
内
警
察
署
、
浦
河
海
上
保
安

署
、
陸
上
自
衛
隊
静
内
駐
屯
地
で

は
、
仕
事
内
容
な
ど
の
理
解
を
深

め
、
就
業
促
進
を
図
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、「
北
海
道
で
働
く
公

務
員
セ
ミ
ナ
ー
in
新
ひ
だ
か
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

・
期　

日　

　

令
和
２
年
３
月
１
日

　

10
時
30
分
～
15
時
30
分

・
場　

所　

イ
オ
ン
静
内
店
内

・
対　

象　

北
海
道
で
働
く
公
務

員
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
高
校
生

以
上
の
方

・
内　

容　

制
服
な
ど
の
展
示
、

着
用
体
験
、
鑑
識
作
業
体
験
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
警
察
署

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
１
１
０

浦
河
海
上
保
安
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
１
１
８

陸
上
自
衛
隊
静
内
駐
屯
地

☎
０
１
４
６
・
４
４
・
２
８
５
５

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を

入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
並
び
に
贈
与
税
の

確
定
申
告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
、
作
成
し
た
申
告
書
等
は
、

e
-Tax

（
電
子
申
告
）
で
送
信
又
は

印
刷
し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
間
の
所
得
が
「
給

与
所
得
」
や
「
年
金
収
入
・
副
業

等
の
雑
所
得
」
の
み
の
方
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か

ら
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
見
や
す
い
「
ス
マ
ホ
専
用

画
面
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

・
セ
ン
タ
ー
開
設
日

　

弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
日

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
、事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月-

17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）

　
　
　

26
日
（
水
）

３
月-

２
日
（
月
）・
４
日
（
水
）

　
　
　

９
日
（
月
）・
11
日
（
水
）

　
　
　

16
日
（
月
）・
18
日
（
水
）

　
　
　

23
日
（
月
）・
25
日
（
水
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

静
内
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
海
道
で
働
く
公
務
員
セ
ミ
ナ
ー

in
新
ひ
だ
か

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
が
で
き
ま
す

!!

～古布集めています～
　古布が不足しています。

　ご自宅に古シーツや古着な

どがありましたら、老人ホー

ム恵寿荘・新冠町社会福祉協

議会にご持参ください。

  O
TA
 BEE FARM

 

申 し 込 み  :  問 い 合 せ 先申 し 込 み  :  問 い 合 せ 先

〒056-0017 日高郡新ひだか町静内御幸町6-3-26
電話：0146-42-2618　ＦＡＸ：0146-42-4218
応募フォーム：https://otayouhou38.com/?p=429

自家生産ハチミツ

詳細は ホームページ、Facebook、instagram、Twitter『太田養蜂場』で検索

新ハチミツ名前募集

新
ハ

チ
ミ

ツ
名

前
募

集

新
ハ

チ
ミ

ツ
名

前
募

集

新ハチミツ名前募集

　　　　　　　　　2020年５月～９月まで

毎月ハチミツ300ｇ２本をお届けします。
※予定として５月春の百花、６月トチ、７月アカ
シア、８月シナ又はクローバー、９月オオハンゴ
ンソウをプレゼント。(場合によって変更あり）

プレゼント内容プレゼント内容応募方法応募方法　　　　　　　氏名、住所、電話番号、新
ハチミツの名前、その名前をつけた理由を
記入の上『メール、ハガキ、ＦＡＸ、ＳＮＳ、
店頭に直接届ける』のいずれかで応募。
※問い合せ以外、電話での応募はご遠慮願います。

日　　　　 　　　　　　火

～～３　 １３　 １
３
　 31
３
　 31

募
集
期
間

募
集
期
間

新ひだか町および日高地区のＰＲにもなる
新商品として５月頃に静内二十間道路近郊
で採集したハチミツの名前を募集します。
当選された方にはハチミツをプレゼント。

新ひだか町および日高地区のＰＲにもなる
新商品として５月頃に静内二十間道路近郊
で採集したハチミツの名前を募集します。
当選された方にはハチミツをプレゼント。

名 前 を 募 集 し ま す名 前 を 募 集 し ま す

太田養蜂場の新ハチミツ太田養蜂場の新ハチミツ太田養蜂場の新ハチミツ太田養蜂場の新ハチミツ

   ハ
チミツ

 3,000ｇ プレゼント !

広　告

O A・文具
リバティーはしもと

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
２
年
２
月
14
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
２
年
２
月
号
（
通
巻
641
号
）

人の

うごき

人　口	 5,488人	 （前月比	 ＋	 ４人）

　男	 2,688人	 （前月比	 ＋	 １人）

　女	 2,800人	 （前月比	 ＋	 ３人）

世 帯	 2,764世帯	 （前月比	 ＋	 ７世帯）
（令和２年１月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 27件 （ 30件）

331件 （316件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（１人）

10人（５人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（１件）

５件（１件）

発生件数

０件（１件）

８件（４件）

区　分

２年１月

元年１～12月

区　分

２年１月

元年１～12月

～住宅用火災警報器を設置しましょう～

　　　〇火災から大切な家族の命を守るため

　　　〇自分自身の命を守るため

　　　〇地域の安心・安全を守るため　　　　消防署新冠支署

12 月６日～１月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

赤田　孟紀	 ♡	 矢野　友美	 若　園

清水　佑一	 ♡	　根田　未奈美	 万　世

●お誕生おめでとうございます

遠田　音
いつき

月	（健太郎	 歩美)	節婦町

●おくやみ申し上げます

久保田　實	 　９０歳	 北星町

中倉　康憲	 　７９歳	 万　世

田村　　昭	 　８７歳	 大狩部

☆広報に掲載してほしくない方は届出

のとき、町民生活課住民係へお申し出

ください。

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　

第
二
十
話
　

　「
木
製
モ
ッ
コ
に
つ
い
て
」

（
要
約
文
）

　

新
冠
町
郷
土
資
料
館
に
は
モ
ッ
コ
と
呼
ば
れ

る
木
製
の
運
搬
具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
節
婦
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
漁
師
の
人

た
ち
が
コ
ニ
シ
ン
（
正
し
く
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ

シ
）
を
舟
か
ら
陸
上
げ
す
る
と
き
に
、
主
と
し

て
女
性
が
背
負
い
運
ん
だ
も
の
で
す
。
展
示
さ

れ
て
い
る
も
の
は
汚
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
屋

印
や
年
代
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

製
材
が
良
く
、
板
幅
が
広
い
こ
と
な
ど
か
ら
昭

和
時
代
の
前
半
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
モ
ッ
コ
に

つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

モ
ッ
コ
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
辞
典
に
よ

る
と
「
も
ち
こ
（
持
籠
）
が
変
化
し
た
語
」
と

あ
り
、「
藁
莚
（
わ
ら
む
し
ろ
）
や
藁
縄
を
、

網
に
編
ん
だ
も
の
の
四
隅
に
綱
を
つ
け
て
、
土
・

石
な
ど
を
盛
り
、
棒
で
担
っ
て
運
ぶ
具
」
と
説

明
し
て
い
ま
す
。
木
製
箱
型
の
も
の
は
、
江
戸

時
代
の
末
期
に
は
使
用
さ
れ
、
イ
ワ
シ
や
ニ
シ

ン
漁
に
伴
っ
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

運
搬
方
法
か
ら
、
二
人
ま
た
は
そ
れ
以
上
で
運

ぶ
も
の
と
一
人
で
運
ぶ
も
の
、
材
質
か
ら
藁
や

樹
皮
な
ど
で
で
き
た
も
の
や
竹
や
蔓
な
ど
を
編

ん
で
い
る
も
の
、
使
用
す
る
立
場
か
ら
大
人
用

と
子
供
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
魚
以
外

に
も
石
炭
運
び
、
農
作
業
な
ど
で
も
広
く
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

モ
ッ
コ
は
、
北
海
道
を
中
心
と
し
て
東
北
地

方
の
一
部
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
木
製
モ
ッ
コ
が
製
作
さ
れ
た
理
由
と
し

て
、「
寒
冷
な
地
域
の
場
合
、
籠
状
の
も
の
で

あ
れ
ば
背
中
が
濡
れ
、
作
業
能
率
が
低
下
す
る

ば
か
り
か
、
寒
さ
で
病
気
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
か
ら
、
本
州
や
北
陸
、
東
北
地
方
に
見
ら
れ

る
背
負
い
籠
を
基
盤
と
し
、
漁
業
技
術
の
変
化

と
寒
冷
な
気
候
を
背
景
と
し
て
19
世
紀
の
半
ば

頃
に
発
生
」
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
（
北
海

道
開
拓
記
念
館
第
57
回
特
別
展
・
北
海
道
の
基

層
文
化
を
さ
ぐ
る
よ
り
）

　

日
本
海
沿
岸
の
ニ
シ
ン
漁
は
昭
和
30
年
代
に

姿
を
消
し
、
新
冠
地
方
も
同
じ
頃
に
イ
ワ
シ
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
関
連
す

る
一
連
の
漁
具
は
不
必
要
と
な
り
、
し
だ
い
に

消
失
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ッ

コ
は
か
つ
て
の
北
海
道
漁
業
の
栄
華
を
知
る
上

で
重
要
で
あ
り
、
当
時
の
苦
労
を
偲
ば
せ
て
く

れ
る
資
料
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

郷土資料館に展示している

「木製モッコ」

縄
跳
び
ト
リ
ッ
ク
（
技
）
の
紹
介

　
　
　『
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
』
⑭

　

ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
の
よ
う
に
、
膝
を
高
く
上
げ
た
後
に
同
じ

足
の
膝
を
伸
ば
し
て
高
く
上
げ
な
が
ら
縄
を
跳
び
ま
す
。
タ

イ
ミ
ン
グ
は
ハ
イ
ニ
ー
と
同
じ
で
、「
①
２
③
４
」
の
①
で

膝
を
上
げ
、
③
で
膝
を
伸
ば
し
て
空
中
を
キ
ッ
ク
す
る
よ
う

に
上
げ
ま
す
。

⑦ ⑥ ⑤

●

解

説

⑧

①②③④

ぼくの将来の夢は、

動物園の飼育員で

す。動物の体調管

理をしっかりして、

動物を幸せにして

あげたいからです。

八木　涼太

私の夢は、カフェ

の店員になること

です。理由は、み

んなを幸せにした

いからです。

港　明花里

私の夢は、栄養士

です。理由は、い

ろいろなメニュー

を、考えてみたい

からです。

村田　こころ

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 ぼくの夢は、理数

系の仕事につくこ

と で す。 理 由 は、

理科や算数が好き

だからです。

宮ノ脇　佑介

ぼくの将来の夢は、

働きながら社会人

のチームに入って、

楽しみながら野球

をやることです。

矢野　朝輝
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新
成
人
の
皆
様
の
限
り
な
い
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す

令
和
２
年

1
月

12
日
　
新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル


